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北
部
公
民
館
は
12
月
か
ら
３
月
ま
で
全

10
回
、
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
、
充
実
し

た
生
活
と
生
き
が
い
を
創
造
す
る
た
め
、

高
齢
者
大
学
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
回
は
12
月
15
日
（
火
）
に
「
折
り

紙
教
室
」
を
開
催
し
、
40
人
の
受
講
生
が

お
正
月
に
向
け
、
町
田
た
つ
江
先
生
の
指

導
で
、
連
獅
子
を
見
事
に
折
り
あ
げ
、
色

紙
に
貼
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
指
先
を
使
っ
て
頭
の

体
操
に
な
り
ま
し
た
。
早
速
、
孫
に
も
教

え
た
い
と
思
い
ま
す
」
「
す
て
き
な
折
り

紙
が
で
き
ま
し
た
。
お
正
月
か
ざ
り
に
大

切
に
し
ま
す
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

あおぞら
　

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

「
文
化
な
か
の
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
印
象

に
残
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
列
記
す
る
と

「
派
遣
村
、
裁
判
員
制
度
の
施
行
、

政
権
交
代
、
薬
物
問
題
、
凶
悪
事
件
、

オ
バ
マ
政
権
、
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ

イ
ル
問
題
」
な
ど
、
国
内
外
様
々
で

あ
る
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
昨
年
３
月
、

メ
キ
シ
コ
を
基
点
に
世
界
的
な
流
行

を
き
た
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
だ
。
連
日
、
関
連
報
道
を
見
る

た
び
に
、
不
安
な
気
持
に
な
っ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。

　

ま
た
景
気
へ
の
対
策
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
世
界
的
な
行

動
に
つ
い
て
は
、
一
市
民
と
し
て
大

い
に
関
わ
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
し
、
世
界
中
で
協
力
し

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

今
年
も
大
き
な
課
題
を
背
負
っ
て

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
草
食
人)
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・
公
民
館
レ
ポ
ー
ト

・
編
集
委
員
の
体
験
取
材

高
齢
者
大
学

           「
折
り
紙
教
室
」

折り紙で頭の体操

～講師の指導を真剣に受ける受講生～
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中
央
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
達
の
音

楽
や
身
体
を
使
っ
た
豊
か
な
表
現
力
を

培
い
子
ど
も
が
輝
く
ふ
る
さ
と
の
実
現

を
目
指
し
、
子
ど
も
音
楽
講
座
「
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
も
う
！
」
を
11
月
23

日
、
12
月
12
日
、
13
日
の
３
回
に
わ
た

り
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
講
師
に
２
０
０
９
年
ロ
ー
ズ
コ
ン
サ

ー
ト
出
演
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
東
京
学

芸
大
学
准
教
授
嶋
﨑
裕
美
先
生
ほ
か
、

バ
レ
エ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
福
原
智
子
先
生
、

バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
の
矢
嶋
美
紗
希
先
生

の
一
流
の
講
師
３
人
を
迎
え
、
歌
、
ダ

ン
ス
、
芝
居
を
総
合
し
た
参
加
体
験
型

学
習
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
講
し
ま

し
た
。

　
市
内
を
中
心
に
小･

中
学
生
約
60
人

が
参
加
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
題
材
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
体
験
し
ま
し

た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
上
級
生
が
下

級
生
を
リ
ー
ド
し
た
り
、
初
め
て
の
友

だ
ち
と
仲
間
作
り
が
で
き
る
よ
う
学

校
・
学
年
・
男
女
比
を
考
慮
し
た
３
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
心
と
体
を
開
放
し
音

楽
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
、
体

を
動
か
し
歌
う
な
ど
の
体
験
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　
課
題
曲
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
「
小
さ
な

世
界
」
「
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」
「
ジ
ェ
リ
ク

ル
キ
ャ
ッ
ツ
を
し
っ
て
る
か
」
の
４
曲

に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
し
、

表
現
に
つ
い
て
納
得
い
く
ま
で
討
議
し

「
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や
「
作
り
上
げ
る

喜
び
」
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
発
表
会
に
は
、
家
族
や
地

域
住
民
、
約
１
２
０
人
が
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
成
果
を
参
観
し
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
子
ど
も
達
一
人
一
人

が
音
楽
表
現
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
発
表

し
合
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
講
師
に
よ
る
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
プ
ロ
の
ス
テ
ー
ジ
に
会
場

は
深
い
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
か
ら
「
発
表
の
時
は
緊
張

し
た
け
ど
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
事
、

が
ん
ば
っ
た
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
精

一
杯
で
き
ま
し
た
」
「
話
し
合
い
も
ダ

一
流
か
ら
学
ぶ
～
か
け
が
え
の
な
い
体
験
宝
物
に
～

公民館
レポー

ト公民館
レポー

トミュージカルを楽しもう !

ン
ス
も
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
。
で
も
達

成
感
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
来
年

も
是
非
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
！
ま
た
３

人
の
先
生
に
会
い
た
い
で
す
」
な
ど
、

今
回
の
体
験
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
保
護
者
か
ら
「
先
生
方
の
熱
意
と
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
技
を
惜
し
み
な

く
子
ど
も
達
に
伝
え
て
く
だ
さ
る
姿
と

こ
の
企
画
に
大
変
感
謝
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
文
化
に
触
れ
る
機
会
は
少

な
い
地
域
で
す
の
で
是
非
こ
の
企
画
を

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
頑
張
り
合
っ
て
仲
良
し
に
な
っ
た
子

ど
も
達
た
ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い
体

験
を
宝
物
に
講
座
を
終
わ
り
ま
し
た
。 子ども達をプロの世界に誘う

さあ！ワークショップを始めよう

心を寄せて「ミュージカル」を歌う高学年
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中
高
公
民
館
運
営
協
議
会
（
中
野

市
・
山
ノ
内
町
・
木
島
平
村
・
野
沢
温

泉
村
の
公
民
館
が
組
織
）
は
11
月
28
日

（
土
）
、
山
ノ
内
町
中
央
公
民
館
で

「
第
37
回
中
高
社
会
教
育
研
究
大
会
」

を
開
催
し
た
。

　
中
高
地
区
の
社
会
教
育
関
係
者
が
生

涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、
諸
課
題
に

つ
い
て
研
究
し
、
地
域
づ
く
り
に
役
立

て
る
こ
と
が
目
的
で
、
当
日
は
約
60
人

が
参
加
し
た
。

　
講
演
会
で
は
信
州
大
学
経
済
学
部
准

教
授
、
丸
橋
昌
太
郎
さ
ん
が
「
裁
判
員

制
度
と
国
民
生
活
」
と
題
し
制
度
の
意

義
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
裁
判
員
の
役
割
は
▽
事
実
の
認
定
▽

法
令
の
適
用
▽
刑
の
量
定
の
３
つ
と
し

「
裁
判
員
に
は
常
識
的
判
断
か
ら
成
り

立
つ
経
験
則
が
求
め
ら
れ
、
専
門
的
知

識
は
不
要
」
と
話
し
て
い
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
裁
判
員
制
度
に
つ

い
て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」

「
大
学
の
出
前
講
座
を
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
分
散
会
は
、
各
自
治
体
で
活
動
す
る

団
体
が
レ
ポ
ー
ト
発
表
し
た
。

　
▽
中
野
市
＝
赤
岩
Ｍ
21
「
中
高
年
の

会
の
活
動
に
つ
い
て
」
▽
山
ノ
内
町
＝

古
文
書
に
親
し
む
会
「
古
文
書
に
親
し

む
会
を
通
し
て
」
▽
木
島
平
村
＝
木
島

平
村
そ
ば
打
ち
研
究
会
「
そ
ば
打
ち
か

ら
始
め
よ
う
」
▽
野
沢
温
泉
村
＝
遊
友

く
ら
ぶ
「
野
沢
温
泉
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
活
動
に
つ
い
て
」
が
活
動
・
課
題

を
発
表
。
参
加
者
が
意
見
交
換
し
交
流

を
深
め
た
。

　
中
野
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
中

央
公
民
館
は
12
月
８
日(

火)

、
中
央
公

民
館
で
「
第
33
回
婦
人
の
つ
ど
い
」
を

開
い
た
。
講
師
に
健
康
運
動
指
導
士
の

大
熊
二
三
子
さ
ん
を
招
き
、
講
演
会
と

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
市
内
外
か
ら
約
90

人
が
参
加
し
た
。

　
「
日
々
を
お
か
し
く
生
き
て
」
と
題

し
た
講
演
会
で
は
「
家
に
こ
も
ら
な
い

で
外
に
出
て
。
公
民
館
な
ど
人
の
集
ま

る
場
所
で
人
と
会
っ
て
、
会
話
を
楽
し

ん
で
」
そ
し
て
「
大
き
な
声
で
笑
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い

た
。

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
大
熊
さ
ん

と
中
嶋
葉
子
さ
ん
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
音
泉

た
ま
ご
」
が
コ
カ
リ
ナ
・
ピ
ア
ノ
を
披

露
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
に
合
わ
せ
た

読
み
聞
か
せ
か
ら
、
歌
謡
、
コ
カ
リ

ナ
・
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
で
参
加
者
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
。

　
大
熊
さ
ん
の
話
は
大
変
ユ
ー
モ
ア
に

溢
れ
、
会
場
は
常
に
笑
い
声
に
包
ま
れ

て
お
り
、
ま
た
参
加
し
た
く
な
る
講
演

会
で
あ
っ
た
。

意
見
交
換
し
連
携
～
中
高
社
会
教
育
研
究
大
会
～

日
々
を
お
か
し
く
生
き
て
～
婦
人
の
つ
ど
い
～

好評だったミニコンサート

第３分散会「そば打ちから始めよう」

大熊さんのユーモアに溢れた講演会

編集委員の体験取材
◦中高社会教育研究大会 ◦婦人のつどい
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
　
央
　
公
　
民
　
館

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

 やしょうまづくり 2/13㈯ 10:00～13:30
2/18㈭ 10:00～13:30

中央公民館
料理実習室

中野市食生活
改善推進協議会

＜定員＞ 30 名
＜材料費＞ 300 円
＜持ち物＞エプロン、三角巾
　　　　　ふきん、タッパー
＜申込み＞ 1 月 19 日 ( 火 ) から

 近代文学講座
  「美しき信州の
  源氏絵と源氏物語」

2/20㈯ 13:30～15:30
 中央公民館
 講堂

近代文学研究者
堀井 正子 先生

＜受講料＞無料
＜申込み＞不要

西
部
公
民
館

 やしょうまづくり教室 2/7 ㈰  10:00 ～ 12:00 西部公民館 原 　  楫 先生

＜定員＞ 20 名
＜受講料＞ 300 円
＜持ち物＞エプロン又は前掛
　　　　　三角巾、マスク
＜申込み＞ 1 月 12 日 ( 火 ) から

豊
　
田
　
公
　
民
　
館

 はじめての
　　　デジカメ教室

・1/20・２/ ３・17 
・３/ ３・17     
  13:30 ～ 15:30 

（全 5 回 毎回 水曜日）

豊田公民館
久保田 和由 　
　　　　 先生

＜受講料＞無料
＜持ち物＞デジタルカメラ

 自分史を書いて
　　　　みませんか

・1/20 
・２/ ３・17
　14:00 ～ 16:00

（全 3 回 毎回 水曜日）

豊田公民館 宮川 洋一 先生

＜定員＞ 10 名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞筆記用具、思い出
　　　　　のある写真
＜申込み＞ 1 月 18 日 ( 月 ) まで

 絵手紙教室
・1/22・1/29
・2/ ５・12・19     
  13:30 ～ 15:00 

（全 5 回 毎回 金曜日）

豊田公民館 市川 典子 先生

＜教材費＞別途徴収
＜申込み＞１月 20 日（水）まで
＜持ち物＞絵具一式、
　　筆 ( 大、中、小 )、書道用墨、
　　書いて見たいモチーフ１，２点

 信濃から夢に向かって 1/24㈰ 10:00～11:45 豊田公民館
信濃
グランセローズ
　　　３選手

＜受講料＞無料
＜内容＞選手とのトークショー
　　　　とサイン会

シニア大学～公開講座のご案内～
演　題　源氏物語「須磨の秋風」
講　師　信州大学名誉教授 滝澤 貞夫 先生
日　時　２月10日㈬ 13：30～15：00(受付13：00～)
場　所　中央公民館　講堂　　受講料　無料
【どなたでもお気軽にご参加ください】

中野市シニア大学からおしらせ
　中央公民館の補修工事に伴い、シニア
大学の講座日程が変更となります。
お間違えのないようにご参加ください。
14回目  ２月10日(水)
15回目　２月18日(木)
　※１月14・28日は開講いたしません

高齢者学級～公開講座のご案内～
演　題　若さを保つ心とからだ
講　師　嘉生 稀宗 先生
日　時　１月28日（木）10：00～11：30

場　所　豊田文化センター
申込み　不要　　受講料　無料
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中
野
市
内
に
は
新
田
村
が
多
い
。
そ
の
多

く
は
初
め
か
ら
か
、
ま
た
は
途
中
で
村
扱
い

に
な
っ
て
い
る
。
栗
和
田
は
最
も
早
い
新
田

な
の
に
、
村
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

次
の
理
由
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
当
村
は
江
戸

時
代
の
初
め
の
元
和
４
年
幕
府
代
官
松
平
清

左
衛
門
の
命
に
よ
り
黒
崎
治
部
・
白
井
彦
左

の
両
名
が
開
い
た
中
野
村
の
新
田
で
あ
る
。

　
宝
暦
12
年
（
一
七
一
二
）
に
は
55
軒
、
慶

応
元
年
（
一
八
六
六
）
に
は
72
軒
、
明
治
５

年
に
は
88
軒
と
な
り
、
着
実
に
ふ
え
て
い
る
。

栗
和
田
よ
り
軒
数
の
少
な
い
新
田
村
が
あ
る

の
に
栗
和
田
は
村
と
は
な
ら
ず
、
中
野
村
栗

和
田
組
に
と
ど
ま
っ
て
る
。
思
う
に
黒
崎
・

白
井
氏
が
開
い
た
中
野
村
新
田
だ
っ
た
か
ら

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
栗
和
田
は
新
田
と
は
い
え
、
単

な
る
新
田
で
は
な
く
、
こ
れ
に
先
だ
つ
古
い

村
落
が
箱
山
の
麓
の
古
屋
敷
に
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
古
屋
敷
の
近
く
に
山
は
だ
の
で
て
い

る
石
切
場
が
あ
る
。
こ
こ
の
人
達
は
、
田
畑

を
耕
し
た
り
、
石
を
切
り
出
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
こ
に
留

ま
っ
て
い
て
も
良
か
っ
た
と
思
う
に
、
新
天

地
を
求
め
て
、
栗
和
田
へ
移
っ
た
の
に
は
訳

が
あ
っ
た
。
一
つ
は
夜
間
瀬
川
の
流
路
変
更

に
よ
り
水
害
の
恐
れ
が
な
く
な
っ
た
こ
と
。

二
つ
に
は
八
ヶ
郷
の
水
が
中
野
扇
状
地
を
安

定
的
に
流
れ
下
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
そ

の
た
め
に
生
活
・
田
用
水
が
容
易
に
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
た
め
で
あ
る
。

　
栗
和
田
の
地
に
移
り
住
ん
だ
人
達
は
田
畑

の
仕
事
の
ほ
か
に
、
昔
の
仕
事
も
忘
れ
ず
に

石
工
を
稼
業
と
す
る
人
達
が
多
い
の
は
、
前

述
し
た
よ
う
な
理
由
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
江
戸
時
代
の
終
り
頃
、
ア
メ
リ
カ

の
黒
船
に
備
え
て
幕
府
は
江
戸
湾
岸
に
大
砲

の
台
場
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
台
場
づ
く

り
に
栗
和
田
か
ら
も
出
役
し
た
人
達
が
い
る
。

栗
和
田
は
、
い
ま
も
っ
て
石
工
の
村
と
も
い

わ
れ
る
の
は
こ
う
し
た
歴
史
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　

　（
田
中  

毅
）

　
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
11
月
１
日
に
恒
例

の
区
民
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
ス
タ
ー
ト
。
分
館

員
に
よ
る
豚
汁
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
お
餅
、

お
酒
な
ど
ふ
る
ま
わ
れ
、
浅
間
会
の
お
で

ん
、
お
や
き
の
販
売
。

　
消
防
署
員
に
よ
る
自
動
車
解
体
シ
ョ
ー

救
出
作
戦
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま

で
興
味
津
々
、
身
の
安
全
を
学
ん
だ
。

　
午
後
は
区
長
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
敬
老
会
、
芸
能
発
表

で
す
。
詩
吟
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
独
奏
、
獅
子
舞
な
ど
大
勢
の
皆

さ
ん
が
楽
し
ま
れ
、
拍
手
を
送
っ
て

い
た
。

　
区
民
の
皆
さ
ん
の
展
示
品
も
２
団

体
30
名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
菊
、

写
真
、
絵
画
、
手
芸
品
、
書
道
、
陶

芸
な
ど
、
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
。

　
栗
和
田
は
ほ
ん
と
う
に
芸
術
家
が

多
い
な
あ
と
皆
さ
ん
感
じ
ら
れ
た
と

思
う
、
楽
し
い
１
日
で
し
た
。

　
　
　
（
分
館
長
　
水
野
　
孝
夫
）

栗和田分館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

古
屋
敷
か
ら
新
天
地
へ

自動車解体ショー救出作戦！

中央公民館からのお知らせ

公民館の利用の開始は２月10日㈬からを予定しておりますので、ご理解、ご協力をお願いします。
※詳しい内容につきましては中央公民館まで　電話22－2691

　中央公民館では現在、補修工事に伴い
全館閉鎖とさせていただいています。

利用開始
  （予定） ２月10日㈬～
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
　
毎
年
、
新
年
は
ふ
る
さ
と
の
山
、
高
社
山
の

頂
で
迎
え
て
き
た
。

　
大
晦
日
と
い
う
の
に
、
日
中
は
山
岳
会
の
仲

間
と
道
付
け
に
日
没
ま
で
追
わ
れ
、
夜
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
紅
白
歌
合
戦
を
見
た
こ
と
も
な
く
、
黙
々

と
頂
を
め
ざ
し
て
き
た
。

　
30
年
を
超
え
る
時
の
中
に
は
、
吹
雪
も
あ
れ

ば
雨
の
日
も
あ
っ
た
。

　
山
頂
の
吹
き
だ
ま
り
に
雪
洞
を
掘
っ
て
夜
明

け
を
迎
え
た
こ
と
も
。

　
そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
の
中
で
、
他
の
山

岳
会
の
合
宿
に
行
く
と
ラ
ッ
セ
ル
の
仕
方
だ
け

は
褒
め
ら
れ
た
。

　
こ
ん
な
わ
が
ま
ま
が
許
さ
れ
た
の
も
、
家
族

が
健
康
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

晩秋／北公園（月岡尚雄）

雪化粧（さざんか）／新保（Ｅ）

花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
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―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号
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☎
２
２
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２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.
nagano.jp

宛　先

お
地
蔵
さ
ん
／
栗
和
田
（
和
田
）
※
Ｈ
16
撮
影

忍耐（ナナカマドの実）／市内（シゲル）


